
















































それには殆ど全員が出て ましたけれど、鈴木隆康さんは自分が大きな台湾の小説 翻訳をする を引き受けた
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いうことで、だんだんそっちの方が忙しくなって、実際には出られなくなってしまいました。それで、結束さんと山田さんと私で、委員会に出て、委員でなくても山田さんの所へいろんな関係で来た人たち、その若い人たちが一緒になるということもありました。その中には、辛亥革命研究会の仲里さんという、広州中
山大学をでた若い優秀な方がおりまして、現在はシンガポールのアタッシェとして行っており、僅かな期間ではありましたけれどいろんな意見を聞いたりし おりました。辛亥革命研究会の諸先生も、仲里さん じ頃に、山田さんもお付き合いで時々会うよ になりました。藤井先生大久保先生、学芸大 中村先生の
3
人でした。順ちゃんを








また、資料館を造るということに関しては、山田さんは非常に頑固で、僕自身はむろん難しいと思っていても、山田さんがやっていることですから、いや、一緒についていこうということで、埼玉県庁の学務課とか、そういうところへ行って意見を聞いたり、埼玉県の中で、良い土地はないかとか。あるいは山田さん自身が将来のこ を思って買って持っていた土地 ありますが そういうものを生かして、計画を、どのような物を建て か か、い いろな事でずいぶん足も運びました。けれども、資料館をつくるということに関しては、財団法人のようなものをつくらなければならな し、将来、本当にその資料館を維持して くためには、創っただけで しょ もないということです。学務課の人たちの考え そ です。財産の問題等 考えて、山田さんのあの資料だけで資料館をつくると うとには、非常に難しいと う考え 持っていたようでした。でも、場合によれば、既に埼玉県にできている、どなたかの資料が入っているところの一部を、山田さんも一緒に
使ったらどうかという話もありまし 。たぶん 村上さんも知っているかと思いますが、山田さんは や り他人と一緒じゃあいやだというような事でした。また横浜の開港資料館ですかね。あそこへも行って 横浜市長 知り合いの紹介を受けて行ったのですが そ 、山田さんの資料を常時展示しておくことは てもできない。資料館は今建て増しすることはできないために たまたま資料展をするとすれば、
1年のうちの春とか秋とかの区切った期間だ
け、山田さん 展示 する可能性は十分あると うことした。
6 同文曾院記念報
山田さんは、やはりそれはいやだということで、どうし
ても山田資料というものだけにこだわるというと語弊があるが、山田さんの気持ち、中国人とその場所が、また将来の日中友好のためには、単なる資料館だけではなく、できれば宿舎みたいなものが資料館の上にあって、学生たちも収容できるというようなものをつくりたいということでした。パプルの時代には、山田さんが持っていたお金もある程度のものになって た ですが、しばらく ってパプルが崩壊して、山田さんの家の土地もど どん下がってしまうし、持っていた土地も値段が下がるし これではとてもできないと、山田さんも正直思われたようです。これは、村上さんから後で言っていただいた方がいいと思っていますが、靖
E
神社の敷地の一部に資料館を建てるというよう
なことも、山田さんが直接村上さんと相談したと思 ま 。山田さんは ちょっと無理に近いと思 たら くて、一応断念したと思いますが。結局は、そのうちに自分の身体が初めのうちは随分節制もしていたんです 糖尿がありま やはり仕事が思うように進まない いうことで、状態がちょっ 悪くなってきたと思いますね。他人にいちいち言わないけ ど、逆に諦めたというか、飲まなかった酒を 何かの機会に飲で、倒れるぐらい飲むという が 何度 あっ ようです。それで、病気がます 進んだような気が ます。そこで、自分の命がどうも長くないと自分で実感されたようで、資料の保存は然るべきところに頼むとして 山田良政・純三郎兄弟の伝記だけは、なんとかして残した として随分一所懸命に書き出したのです。 先祖の
郷土の津軽藩というものに、異常な執着をやはり持っていまして、それと孫文の辛亥革命と似た面があるということで、資料を生かした本当の兄弟伝の核心に行かぬ前に、津軽藩と辛亥革命の類似点というようなことについて非常にページ数を使いすぎて、余りの大部分をそれに使ってしまった面があると思います。ただ、亡くなった年の春頃から非常に病が進んで、一回、荻窪の病院に入院しまして、帰ってきたときに、医者に逆に宣告されたんじゃないか 思うのです。それからは、ほとんど応接間の長椅子、ソファーで寝ていました。ほとんど横になっていましたが 執筆は若干続








状態だったと思います。戻りまして、実際に、山田兄弟伝を書き上げた結束博治さんが、山田さんが入院 る直前くらいだと思いますが、電話したときに、「いやあ、天命でダメだ」と、何か「ダメだ」というようなことを言ったよ す。それを結束さんからは、何か細かいことは聞いていないので 細かい言葉は違うかもしれません。結束さんが、「そこま になったのじゃ、俺が書こう 」 か、なん か言ったよう す。それを山田さんは一つの希望としてしがみついたと いますか、「やってくれ」といっ 。結束さんはそこで覚悟して山田さんは入院して幾許もなくして亡くなったわけですから、結束さ 本気になって書き出 たわけです。結束さん自身は、共同通信の幹部で、既に引退していたんですね。だ ら、著述に関して豊富な知識はあるのですが、自分で本を書いたというのは、何か前に一冊くらい書いたというほどで、たいへんな苦労をなさ た。山田さんは資料を 各委員全部に対して、自分 整理したものを、あるいは自分の意見とか全部プリントして送って しので、結束さんもその程度では 知っていますけど、書となればそれだけでは足りないので 本物の資料 やっぱ



















陳揮禎さん 出版記念会がありまして、その きに随分やせられたな と 認識はありまし が、まだまだ元気のご様子で来ておられ、
4月幻日にも靖亜神社の明徳祭があり
まして、その時にも元気においでいただいて 確か大野先生方ともお話いただいた で なかったかと思い す。山田さんが亡くなったという事を知ったのは、突然だ たの
でびっくりしたのですけど。
ただ、私と山田さんとの関係というのは、そんなに古く
はなかったと思います。うちの父、村上徳太郎が死にましたのは、昭和幻年なんですが、その父の代わりに、できる限り沼友会にも顔を出したいと。できる限り顔を出したその場で、山田さんの方から ろ ろ声をかけてくださった。山田さんというお名前を知らなかったわけではないのですが、非常に縁が深かったのは、同文書院に森槍浪先生という方がおられまして、そ の奥さんが、勝子さんという方で、うち 父が東光書院をつくった時に まだ結婚前でしたが、父の結婚前に森勝子夫人が塾生の世話や何かをしてくださった。夫人と息子さんの明さんともう一人弟さんがおられ のでが、そのあたりが山田さん 兄弟のように暮ら いて、勝子さんと森槍浪先生とのお仲人を山田純三郎先生が確かおやりになったということがあって、非常に関係は深いんだよと言う話をあ から山田さんから聞かされました。ただ、山田さんという方は非常に人をみる場合の癖がありまして、その時のちょっと
L
ぐさでもって、この人
はこのような人だと思い込んでしまうよ な所があっではないか。と云う は、荒尾東方斎先生の全生庵での法要の時に、山田さんがうちの父に挨拶をしたらがそれを全然振り向こうとも な で た。ということで、この人は先輩なのに随分威張っているのだなとい ことで非常に気を悪くしたということを、後から話をさすが。それはうちの父は耳が聞こえない で、人 話をしているとき は、話 されても聞 えないのですよ、 い
うふうなことを私は弁解したのです。
ただ、森勝子さんのお葬式のときでしたか、これに行っ










代位か、なるかならない時だったか。岩井英一さんが臼年頃になって、病気になられまして、それをお見舞いに行こうという事になって、岩井さんの家が西荻窪にあり、行く途中に山田さんの家があるというふうな関係があったんで、時々山田さんのお宅へもお寄りするよ になった 行ってみてびっくりしたのは、自分には資料があるから、ま めてみようとい 話を聞いていたのですが、行ってみ ら、資料があるどころではなく、資料のなかに埋まってしまっているという状態で、しかも、お姉さまを抱えて、そのお世話もされてい 。奥様は病身であるというふうな、非常なハンディを負われながら 自分でやってい んだとその時に聞かされました。その当時ではなかったかと思いますが、阿部さんの話と辻棲がどうあってくるか知りませんが、 さんは 東松山市と滑川町に土地を
2
か所持っておられまして、片方の
東松山市に入っている土地というのは、駅から歩 て十五六分から二十分位の所で、ここだったら こへ寮 建てて、あるいは資料を展示してやれば、東京に通えるのではないか、というふうなことで案内さ て行 んですけど、それは、出口のない三角地であって 利用は非常に難し 。もう一方の土地は、これは駅からとんで なく遠く離れた所で、実際問題として、ものを建てたり何かす ことが可能かどうか、ここではちょっと無理なんではないですかと言いました。それならばということで、今の靖亜神社の敷地の中に建てさせてもらえるかと。私もでき かぎり協力し いとご
返事はしたのですが、ただ、いざ具体的な話になってくると、山田さんの希望というのは、単なる資料館だけではないのと同時に、そこに塾生を置きた のだと。自分がそこへ住み込んでその資料館を監督し、そこにい 学生も監督し、一緒の生活をしたい。それから、病気のお姉さんも一緒に生活し、病気の奥さんも一緒に生活する。 かも、建てる建物というのは、現
在、靖亜神社の敷地面積は
2千坪ちょっとあるのですが、
それくらいで納まるかどうかというような、非常に膨大な計画を建てておられたのですね白私 家族の問題 経営の実態、 か 果た て管理ができる かど かというようなことを考えた場合、これはとても靖亜神社 中では無理ではないか。そういうことを私自身はその時感じたのですが、だめですよと直接山田さんに言ったの ないですが、山田さんもそのように無理
eたろうと感じられたようで
あります。
埼玉県庁とも話をされたようでしたが、無理だったようです。ただその後 どこか一箇所、随分具体的な話 、どこか土地を買って、建物を建てるのだと 話をしておら
















られるという たいへん苦心された阿部さんのお話なんかを除ながらうかがったのですけど、阿部さんから電話をいただきまして、それだったらもう愛知大学以外にはないじゃあないですか、愛知大学が良いでしょうと。相談されるなら、愛知大学の大野さんに電話をかけて、そういうことを相談されてはいか かと申し上げ、阿部さんから話をしていただいて、それからは話がトントン拍子に進んだとうことなんです。だいたい私が関係したところは、そういう所なんですけれども、いずれにしましでも、私 うちの父から靖
E
神社
を引き受けて、お祭りし いる気持ちと 山田さんが山田純三郎先生のあるいは孫文関係の資料とい も を かえて、それをなんとか世に出そうとやら た ういう気持ちとは、どこか相共通す ものがあると思 。しかしこれはなかなか難しいし しかも非常に金もかかりますし、なかなかそう簡単にできるもので と思いますね 山田さんの場合、非常に良かったなあと思うのは 阿部さん始め、まあ山田さんが黄泉の国で満足さ て のか何わからないけど、結束さん 書いていただ て本がひとまずまとまった。資料も愛知大学 よって 整理 され 展示もされ、皆さんのお役に立つよう 活用され いる。
こういったことは、本当に山田さんの人柄にもよるし、
それから、あ ほどにも真剣になっておら るこ を感じまして、私はこ は大変なことだ、特に後 ら聞 ことなんですけれど 陳其美のあのときのお姉 、それを一番末っ子だった山田 んが面倒を見ら るよ になった
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かと感じたのです。知年たったら 孫文革命がどうであったか知らない人が多くなると思うのです。それを知らしめるための資料 して、愛知大学が世に問える、また、世間の評価を得られる問題ではないか い ような感じがしてなりません。だから、ユニパ
l
シティ・ミュ！ジアムの設












































を教育のカリキュラムから外そうといい始めた時、熱海の錦ケ浦から、抗議のための投身自殺をされたというふうなことがありました。うちの父などからも、厚先生、岳陽先生は立派な方であった 聞かされており したロその山田岳陽先生の法要をやると こと、千葉の山内 んが本問先生の年忌法要をやろうと、特に、東
E
同文書院と愛知大
学を結びつけた精神的な基軸になって る方の法要 続けていこうという空気に ってきて て、それに、愛大の関東の同窓会の方が非常に一生懸命やってくださって て、京都の月橋院に根津先生のお墓があるのですが こ も
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4年は、助教授として中華学生部の助教授兼寮監として残っていたと思うのです 、出てから大正末年に 東京に出てきているので、靖亜神社のことについ 、うちの父は全く知識はありませんでした。ところが 昭和却 、うちの父は東光書院という私塾をやっていまして、そ を再興するからと、今の東松山市に土地を買っ 、同窓の方たち、宇治田直義さんという外務省をやめていた方なんですが、この方は外交協会の理事長で、この外交協会が今の福友会とどういう関係になって たのかが、私にはよくわからないのですが。濯友会理事長があって 福友会の会長は内藤熊喜さんだったと思いますが、そ 方たちが、靖亜神
社を時期の村上の所へお願いしようということでした。あちこち走り回って、了解を得てくださったのは、宇治田さんであったと思うのですが、うちで靖亜神社をお祭りすることになった。その記事を見た京都の伏見桃山の山洲庵の留守居をしてい 藤居末乃さんとい 人、この方は根津先生の奥さんの従姉妹かなにかにあたる方な ですが、そ人の実家の持ち物としてその当時はもう移って た なのですね。そ に藤居末乃さんがずっとい のだけれど、その山洲庵が人手に渡ることになった 、お預かりしている資料・お位牌等をどこに持っていったらい かという話でした。私は高校生時代でしたから、また聞きではっきりしたこ
とは覚えていませんが、確か京都 同窓やその他 方たちには、愛知大学にお願い べきではなかろうか 意見があったそうです。ただし、その時に、藤居末乃さんは、「愛知大学にお願い と、自分が朝晩おまいりしていたお位牌が、単なる資料になってしまう それでは自分は納得できない」。だから、東光書院という私 父の所で、「靖亜神社と一緒 やってくれ か」というお話 した。父も、同窓の方のご意見もあちこち聞いて回っ し、根津家には、養子にされた真さんと う方がいて 若死にれているのですが、根津先生が亡くなる前 、工兵大佐かなにかをされていた方を、夫婦養子にさ る 。ですから、名目的に 養子の方がおられるわけです その方は、仙台の方におられるからと捜した わざわざ仙台まで行って、こういう話がある どうかと言うと、自分の所ではお位牌を維持する力はないと。
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そういうことで、京都の山洲庵から全部うちのほうへ来て、今、今泉先生や迫田先生も来ていただいた大覚堂とい







孫文革命を超えたところにあ のではないかという気がしています。こういう話 聞い ます う 父 書いているのですが、当時、大正末年、孫文一本槍の山田純三郎と、清朝の徳はまだ衰えていな から、清朝の復砕を図るべきだと主張した西本白川という方が根津先生の弟子にられて、この二人が上海の二大奇人であると言われていたことがあります。だから、その当時、山田純三郎 というのは、孫文一本槍で かれた で、同文書院の関係者の中でも奇人という見方をされていたこともあったのです。しかし、歴史的に見た場合、それ 日本と中国の結びつきの中での中心であったのです。先ほど出てきました頭山満と犬養毅の二人の方々が孫文
革命を応援されたのです 、これは、遠山統一さんのかかれた本におも ろい箇所があっ 犬養さんと頭山満さんが二人で孫文 宿舎へ行った。何かの機会で中国に渡られ
同文嘗院記念総 16 
た時に、孫文の周辺にいた日本人のいわゆる大陸浪人すべてを玄洋杜の猛者がすべて追い払ったという話が書いであったのです。孫文革命ということで、自分たちは応援しているつもりであったのだけれど、孫文にとっては迷惑だった人たちがい だろうし、そういった人たちを追い払って、本当の意味での孫文革命をやらせるためには 玄洋社の頭山満という名前は非常にきいたのではなかろうか 思 ます。そのことを頭山統一さんは書いていま ロ根津先生は孫文を超えていたし、ましてや、中国共産革命も超えている。永遠の生命というも を、日本と中国の聞に築くだけの根津先生の思想、あるいは荒尾先生が実際に行動で示されたも は、そこにあるのではないかと私は思うのです。そして、このことこそ伝えていかなければいけないと、靖
E神社をお祭りしているのですが、そこのと
ころを、大野先生が、愛大 アイデンティティーとして何か一つ発揮させなくてはいけな と言われましたが、そこらあたりにあるのではないかと思います。ですから 孫文というのはあくまでも一つの時代の形であって、 れを超えたものがある。その証拠物件とじては 孫文資料というものは大陸・台湾ともに共通する素晴らしい資料だ 思うし、それが忘れられない時代 いうの これから 日本と中国・アジアの中に来 のではな かと思うのですロ山田順造さんがお父さん、叔父さんの資料を伝えた とうお話だったのですが、そ 人柄 ども含めてお話くださ、。-hv 




た時に、長男であった順造君のお兄さん 見る が至当いうことでもないのですが お兄 身体の具合が悪かったものですから、順造君がみるように自分 引き受けられたのだと思います。奥さんもそれに賛成されて、結局二人のお姉さん 面倒を見ながら、やりたい をやろうと
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していたわけですから、もう普通の人ではできないことなのですが、お父さんの純三郎さんが、「民子 、革命の犠牲者であり、人類のため 犠牲者だ」というようなつもりで育ててきたのを の死後は、身体の悪いお兄さんに代って、自分が面倒を見なくてはいけないと覚悟されたようです。私が委員会ができて山田さんのうちへ行きだしてからも、そのお姉さんにはお会い ません。山田さん 「姉さんに会ってみるか」ということは一言も言わないために、私はあんなに通いつめ いたのに、ついにお姉さんに 会わずじまいでした。民子さんは、ときどき大きい声を出したり、「あ
l」というと、山田さんは話をしていても、「ち
ょっと、失礼」とい すぐに民子さん 世話をし 行ったりして、落ち着くとすっと戻ってくるといったふうでした。そして、上のお姉さんの方が体が非常に弱っ し ったので、二人の世話はできないとい ので、先に八王子の施設に預けざるを得なくなって、それからまもなくそ お姉さんは亡くなったようです。そして、今度は、自分が弱ってきた段階で、自分の奥さんも体が弱いのに自分の死後 奥さん一人に民子 んを任せて死ぬわけに いか いと、いよいよ具合が悪くなってから、自分が生きているうちにと涙を飲ん 、民子さんを
施設に入れたのです。順造さんが亡くなったと は、奥さんはもうひどく身体が悪くなっていて、ほと ど自分が生きているだけでやっとという状態でし から 順造さんのお葬式が終わるとほとんど同時に家のなかの若干 後始末を、三菱時代の親友二人と私 相談 れて、荻窪の同


















村上さんや大野さん 話に出てきております 細か言うことはありませんが、ただ、私とし は、全然の他人が許可を得た はいいながらやるのですから、ちゃんとした文書を愛大 の間で交換しておかなければいけないと思って、大野さんを通じて愛大の学長さんと相談していただき、覚え書きに基づいてこれらの資科を愛大に寄贈すると言うのを作りました。もちろん、お兄さんの忠さんにも見せして 了解していただき、奥さんは 料 は全然関心がございませんが 体了解していただき、愛大も了解しました。寄贈者は山田忠さんと順造君の奥さん、そし
愛大の学長の印もいただいて愛大に送ることになりました。ただ、愛大に送る時に、愛大に持っていく際の費用は、全部愛大で出していただきたいということで許可を得て、愛大のトラックに乗せて、大野さんをはじめ、責任ある方に来ていただいて、段ボール箱に相何個でした。その際、整理しながら入れることはできないので、これを全部持っていってくださいと うことで、向こうに ってから整理することに て、持って っていただ ました。順造君は趣味として盆栽をやっていましたから、盆栽の本もいいものが交ざっているかも れないと、一応全部持っていっていただきました。その後は、愛大 方 多大なるご努力によって、覚え書き以上のことをして ただと思って、順造君は喜んでいると思 ます。司会これに関連しますと、届いた段ボールを開けて、整理を始めるわけですが、今、阿部さんがおっしゃ たように、盆栽関係の雑誌とか、若干のコインなども入っていまして、そのコインや印鑑は後で山田家へお返し ました。趣味の 等の本は、資料とし もらうということにしました。記念センターの運営委員 、この整 のために助言してくださった古文書を扱 いる教授 指示で、反古紙に至るまで捨てずに、全部保存しろと うことな 。資料というものはそういうもので、将来は山田順造さんまで研究が及ばなくてはいけない。そ 時に 、順造さんがどのような本を見 いたのかは 非常に重大であ と。今度、山田順造さんがやっ いたファイル 整理が一応終わり、この中には、そ いった園芸とかいうようなものも
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なくてもい とは思いますが、資料以外のもので、資料を置くようなところに、一つの風景として 山田さんの持ているものでなにか参考になるようにと、彫刻し ような衝立てと、像みたいなものを お兄さん 奥さん 許可を得まし 一緒に持って っ もらったと思 ます。後 ことに関しては、私の範囲外のことで 今ど なったかは知りません。
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司会愛知大学の本館 三階建でコの字型 ていてその両脇の所に、平屋で付随したような建物が延長していたのですが、ここを壊しまして、新しい本館を造る。で現本館をそのまま記念建築物として保存する うことも決まっております。 れ 、かねがね我々記念センターの関係者等が、展示館、先程の大野さんの言われた大学博館のようなものにしたいと考えてきた。大野さん 構想が相当盛り込まれると思い が。記念センター側としては、このコレクションや、今度、村上さんの方 らも 根津先














うど阿部さんの所に行ったところに 中日新聞 電話かかってきて、東京新聞から、それで、東京駅で会って東京新聞へ載ったのです。たま ま今日調べたら、これ
最初なのです。伊藤喜久蔵さんは東京新聞ですが、もう辞めたと思うのです。その中央大学を出た新人記者が駅で待っていて、かなりゆっくり話をして、この書いている人は何も知らないのです。伊藤喜久蔵さんが書い のはわかるのですよ。内容は。たまたまこれが愛知県の出身で、新開会の時に僕の友だちが、今、神奈川新聞の編集長だが、それの話をいろいろしながら、豊橋に帰ってからもしょっちゅう電話があって、こう うところはどうしたらいいかとか。そ が中日新聞に 東京だと東京新聞の記事です。この山田資料について が、山田順造さんは自分で集められた資料もあるのですか。阿部勉強した資料はたくさん るけれど、山田さんが集めた資料は、図書館へ行って、お父さん 残された資料を解釈するうえで、そのつながり ね その資料がど いう背景にあって、この が かと うような そういうことを調べ ために 随分図書館に通って、特 東大の東洋文庫にいって、そこの学芸員の方が非常に親切だということで、随分そうい ところからコピーを取 きたというような資料はありますけれど、山田さん 中国へ行ったり、孫文関係の中国人から集 てき 、ほとんどなかったと思います。繍浜の展示会はど ういきさつでやっ の すか。阿部あれは、有名な本屋さんの有隣堂の社長 あの方は、
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孫文の頃の中国の近現代史に非常に興味がある方で、今までにも何かやったことがあると言っていました。そこで、山田さんの所に、資料を借りる交渉に来たときに、一回は私もいたことがあります。山田さんが、ある東京の有名な大学の大きなイベントがあった時に、資料を貸したくないのだけれどお貸しすることになって、そのリストをきちんと作って出したのだけれど、返ってきたときにいちいち自分がチェックできないので、後でチェックしたら足りないのが何点かあった、と う を聞いています。村上そ 時の話ではないですか、台湾 何かに義理立てして、許可が出たら、大陸の方か何かの資料をそのまま写真か何かに使ってもいいのとか、展覧会を担当した女性が聞にたっ 交渉したりしていると うのを聞いた があります。展覧会か何かに出す時に。ちょっと書いてありましたね。意外に神経質でしたね、山田さん 方は。台湾の方には非常に神経を使って義理立てし ましたね。阿部それは、台湾自身が非常に神経質であったことが一つと、蒋介石と何か、外から見たら少なくとも仲 が していた時期があったし。向こうへ行ったら、どんな状態であっても、山田純三郎さんを 温かく見てい 純三郎さんが亡くなった後でも、確か盆暮れに台湾 おいし紹興酒が必ず来てまして、私も飲ませてもらいま 。そんなことで、山田さんには恩義がある ら、ちょ と神経質になりすぎていたところはありますね。
山田さんのお宅では、どういうふうに資料が保管されていたのですか。
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阿部山田さん宅の玄関から入ってすぐ右に、庭にむかつて応接聞があって、そこに蒋介石の若いときと山田さんの大きな写真があり、孫文の像があり、孫文の書いた額が掛かっていたりして、その部屋にも資料が若干ありました。奥に入ってっきあたりに 本棚がずらっとあって自分のファイルと、山田さんが個人 整理した のが全部つまっていて、その部屋の脇に廊下を改造したような自分の勉強部屋があって、机といっぱいの資料がありま 。村上隣の家との塀とのあ だに、軒を降ろ よう して、そこにも本や何かがいっぱ 詰まっているんだということ
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